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ア
サ

智
駐
の
相
殿
日
吉
批
は
、
小
児
の
病
に
揺
り
て
築
水
一
橋
の
下
流
に
あ
る
橋
梁
を
い
ふ
O

務
政
時
代
の
金
・
揮

の
週
ぜ
ぬ
時
折
諭
し
て
鑓
験
が
あ
る
と
い
は
れ
る
。
一
城
下
で
は
、
犀
川
に
は
大
橋
の
み
で
あ
っ
た
が
、
洩

明
治
元
年
天
道
寺
は
復
節
し
て
天
野
道
之
輔
と
い
一
野
川
に
は
大
橋
と
小
橋
と
が
あ
っ
た
。

ひ
、
笛
祉
に
紳
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
ア
サ
ノ
ガ
ハ
シ
モ
カ
ハ
ヨ
ケ
マ
チ
浅
野
川
下
川

ア
サ
ノ
ガ
ハ
ウ
マ
イ
チ
バ
瀧
野
川
馬
市
場

4
一
除
町
↓
ア
サ
ノ
ガ
ハ
カ
ハ
ヨ
ケ
マ
チ
浅
野
川
川

ウ
マ
イ
チ
・
馬
市
0

・

・

一

除

町

。

ア
サ
ノ
ガ
ハ
オ
ホ
ハ
シ
幾
野
川
大
橋
金
棒
橋
一
ア
サ
ノ
キ
ヨ
ノ
日
浅
野
清
則
遁
稽
将
監
。
旅

梁
記
に
、
轟
の
橋
、
浅
野
川
大
掃
の
事
と
あ
る
。
僻
説
一
千
四
百
石
よ
り
二
千
石
に
至
っ
た
。
大
坂
再
役
に
は

に
も
此
の
掃
の
古
名
を
.
と
ど
ろ
き
の
橋
と
呼
ぶ
と
い
一
南
保
辻
で
合
槍
し
、
叉
異
国
丸
及
び
後
谷
の
上
で
融

ふ
が
、
文
献
に
は
見
え
な
い
。
今
は
浅
野
川
橋
と
も
一
首
こ
を
援
た
。
寛
永
十
六
年
病
夜
。
そ
の
子
符
監
趨

浅
野
川
大
橋
と
も
呼
ん
で
ゐ
る
ο
滞
初
以
来
陣
川
・
一
知
の
中
千
五
百
石
を
艶
ぎ
、
寛
永
十
六
年
富
山
務
の

浅
野
川
爾
大
橋
架
替
へ
の
費
用
は
、
・
金
得
本
町
及
び
一
従
隠
と
な
っ
た
。

牢
役
七
f

厨
の
町
々
に
捌
賞
す
る
の
例
で
あ
り
、
大
一
・
ア
サ
ノ
ク
エ
モ
ン
幾
野
九
右
衛
門
初
め
御
歩

き
さ
は
延
貨
の
金
滞
倒
に
橋
長
五
十
閲
・
幅
三
間
と
一
と
し
て
五
十
依
を
受
け
、
後
小
頭
に
浴
ん
で
新
知
百

あ
る
。
比
の
橋
は
繭
橋
爪
に
馬
除
が
あ
っ
て
、
開
川
一
石
を
領
し
、
寛
政
九
年
組
外
に
列
し
、
叉
十
石
を
加

橋
と
は
異
な
っ
て
ゐ
た
が
、
明
治
九
年
に
築
遁
の
一
へ
、
十
二
年
夜
。
子
源
相
縫
い
で
務
に
仕
へ
た
。

時
、
馬
除
を
取
除
き
、
橋
の
長
さ
三
十
四
閲
・
幅
四
聞
一
ア
サ
ノ
サ
ン
ノ
ウ
シ
ヤ
幾
野
山
王
位
↓
ア
サ

に
改
め
た
0

・

一

ノ

ジ

y
ジ
ヤ
浅
野
純
位
。

ア
サ
ノ
ガ
ハ
カ
ケ
ザ
夕
日
浅
野
川
掛
作
金
持
一
ア
サ
ノ
シ
ロ
ベ
エ
漢
野
四
郎
兵
衛
加
賀
務
の

枯
木
橋
か
ら
浅
野
川
大
織
に
歪
る
閥
、
今
の
橋
場
町
一
御
鹿
式
番
守
、
享
保
七
年
間
役
佐
川
源
入
と
御
番
所

を
い
ふ
。
佐
久
間
雌
放
の
跨
城
時
代
に
は
仕
置
場
の
一
に
て
口
論
の
後
果
し
朕
を
法
っ
た
が
、
そ
の
事
顕
れ
、

あ
っ
た
腕
と
い
ふ
が
、
共
後
懸
作
り
の
家
屋
が
建
て
一
鼠
心
者
と
し
て
知
行
を
召
政
さ
れ
た
。
ー

ら
れ
て
ゐ
た
の
だ
ら
号
0
4カ
ケ
ザ
ヲ
リ
懸
作
。
一
ア
サ
ノ
ジ
ン
ゴ
ザ
Z
モ
ン
浅
野
蓄
E
左
衛
門

ア
ザ
J
ガ
ハ
カ
ハ
ヨ
ケ
マ
チ
浅
野
川
川
除
町
一
後
遺
曹
と
改
め
た
。
貞
享
四
年
三
用
十
九
日
奥
附
御

金
揮
の
町
名
。
越
管
賀
三
州
志
来
凶
概
覧
附
録
に
は
一
歩
横
目
よ
り
報
じ
て
坊
主
顕
に
任
ぜ
ら
れ
、
線
百
石

浅
野
川
川
除
町
の
外
に
、
浅
野
川
下
川
除
町
が
あ
っ
一
の
外
に
十
石
の
役
料
知
を
賜
は
っ
た
0

・
子
孫
相
継
い

で
、
そ
れ
は
中
島
町
と
下
浅
野
町
と
の
聞
に
記
さ
れ
一
で
務
に
仕
へ
た
。

て
ゐ
る
。
こ
の
下
川
除
町
は
元
隊
三
年
の
火
災
担
一
ア
サ
ノ
ジ
ン
タ
ヤ
渓
野
締
結
河
北
部
浅
野
に

に
も
、
同
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
付
に
も
夙
に
見
一
鎮
座
す
る
。
こ
の
祉
は
式
内
等
萄
註
記
に
、
『
浅
野
山

え
る
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
四
年
の
改
定
以
後
浅
野
一
玉
郡
枇
o
小
坂
庄
内
浅
野
村
銀
座
。
萄
祉
也
o
』
と
見

町
に
臨
し
、
河
の
左
岸
上
流
に
浅
野
川
上
川
除
町
が
一
え
る
も
の
で
、
明
治
以
降
は
浅
野
枇
と
い
ひ
、
十
三

あ

る

ば

か

り

に

な

っ

た

。

一

年

九

周

浅

野

前

批

と

改

め

え

。

ア
サ
ノ
ガ
ハ
ヨ
バ
シ
浅
野
川
小
橋
浅
野
川
大
一
ア
サ
ノ
タ
-
-
溌
ノ
谷
公
，
シ
潤
北
部
井
上
庄

ア
サ
ノ
フ
キ
ヤ
マ
チ
・
浅
野
吹
屋
町
金
棒
浅
野

鑓
物
師
の
居
所
附
涯
を
呼
ん
だ
が
、
明
治
四
年
四
刃

戸
籍
編
成
の
際
そ
の
町
名
を
醸
し
、
下
中
嶋
町
に
園

せ
し
め
た
。

ア
サ
ノ
ホ
浅
野
保
河
北
郡
に
在
っ
た
。
蜂
川

親
元
日
記
に
、
『
文
明
入
年
十
周
十
七
日
下
河
原
周
防

入
選
永
門
司
ニ
傑
殿
御
家
領
加
州
弁
家
庄
領
家
職
字

分
並
浅
野
保
御
代
官
職
事
依
仰
、
高
疋
像
令
借
物
矯

種
鏡
、
御
領
無
賃
務
取
候
路
、
無
御
逗
排
之
儀
無
故

御
改
易
云
々
。
』
大
館
常
奥
日
記
天
文
八
年
七
周
五
日

の
僚
に
、
ヨ
一
保
家
領
加
州
小
坂
庄
浅
野
保
』
と
見
え

る
。
こ
の
保
は
後
の
浅
野
村
・
洩
野
中
島
村
等
を
食

む
も
の
で
あ
ら
う
。

ア
サ
J
マ
サ
チ
カ
浅
野
政
周
遁
瀧
三
九
郎
・

周
左
衛
門
。
栗
婦
と
観
し
た
。
中
村
可
致
の
三
男
で
、

浅
野
政
次
に
養
は
れ
、
天
保
元
年
七
用
除
百
十
石
を

襲
い
だ
。
六
年
五
用
事
校
憩
師
に
任
じ
、
九
年
十
周

に
臨
す
る
部
帯
。
古
く
は
浅
野
谷
と
も
替
か
れ
て
鹿

た
。
明
治
由
・
隣
邑
谷
山
を
併
合
し
た
。

ア
サ
ノ
ト
ウ
ザ
エ
モ
ン
浅
野
藤
左
衛
門
前
悶

利
常
に
仕
伐
て
千
石
を
領
し
九
御
使
番
・
申
小
特
番

頭
・
足
騒
顕
・
御
子
小
綿
裁
許
を
経
て
、
正
保
元
年
小

松
町
支
配
と
な
り
、
高
治
二
年
襲
。
子
孫
相
繕
い
.
で

務
に
仕
へ
た
。

ア
サ
ノ
ナ
.
カ
ジ
マ
浅
野
中
島
・
河
北
郡
小
坂
庄

に
毘
す
る
郎
落
。

ア
サ
ノ
ヒ
エ
ン
マ
チ
浅
野
非
人
町
金
揮
の
醤

町
名
。
務
政
時
代
に
は
非
人
頭
並
び
に
札
持
非
人
の

住
所
で
あ
っ
た
。
も
と
河
北
郡
浅
野
中
島
の
地
内
で

あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
入
居
隣
接
浅
野
隠
坊
町
と
共

に
浅
野
新
町
と
改
稿
し
、
金
揮
に
編
入
せ
ら
れ
た
。

ア
サ
J
J

フ
カ
h
p
z

浅
野
深
谷
河
北
郡
井
上
庄

に
毘
す
る
部
落
。
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公
子
前
悶
利
義
の
仰
と
な
り
、
安
政
元
年
町
同
心
と

な
っ
た
が
、
そ
の
志
に
非
ざ
b
を
以
て
之
を
欝
し
、

七
周
加
秩
四
十
石
、
小
松
馬
麹
番
顕
と
な
り
、
文
久

三
年
五
用
組
外
番
頭
に
縛
じ
、
後
感
校
の
信
感
に
陀

り
、
明
治
三
年
六
用
金
禅
滞
の
槌
少
鴎
に
任
じ
た
。

老
後
家
仁
教
授
し
、
好
ん
で
墨
竹
を
識
き
、
二
十
二

年
四
周
八
十
六
歳
を
以
て
夜
し
た
。

ア
サ
ノ
マ
チ
浅
野
町
金
持
の
町
名
で
、
浅
野

町
・
ア
浅
野
町
に
分
か
れ
る
。
昔
は
河
北
郡
浅
野
の

村
地
で
あ
っ
た
が
ぺ
次
第
に
町
地
に
嵐
せ
し
め
た
も

の
で
あ
る
。

ア
サ
ノ
ヤ
キ
浅
野
焼
河
北
郡
浅
野
の
地
で
、

初
代
大
槌
長
左
衛
門
の
門
不
五
平
が
焼
成
し
た
祭

焼
。
黒
柴
の
申
に
、
大
樋
餓
の
特
設
た
る
飴
柚
を
二

三十
mm描
出
す
る
を
特
徴
と
し
た
。

ア
ザ
ノ
ヤ
ザ
へ
イ
浅
野
屋
佐
卒
金
棒
の
町
人

盟
屋
次
左
衛
門
の
次
子
。
蔀
は
茂
校
叉
は
茂
身
・
茂

幹
o
遇
濡
も
或
は
策
平
或
は
策
柄
と
し
、
蹴
舎
は

そ
の
践
で
あ
る
。
佐
平
夙
に
和
歌
を
問
中
拐
之
に
製

び
、
扇
閥
惣
助
と
交
っ
て
凶
事
を
珪
へ
、
金
深
町
曾

腕
横
目
肝
煎
鎌
越
法
方
の
職
を
以
て
京
附
に
滞
在
す

る
や
、
常
に
海
内
の
形
勢
に
関
し
て
注
意
を
怠
ら

ず
、
文
久
二
年
島
津
久
光
上
格
の
風
闘
が
.
あ
っ
た

時
、
庇
京
掘
の
聞
を
来
往
し
て
賀
否
を
探
り
、
録
し

て
之
を
務
に
告
げ
た
。
元
治
元
年
六
周
曾
滞
の
更
が

浪
士
宮
山
六
郎
を
京
師
仁
捕
へ
た
時
、
六
郎
の
懐
中

し
て
底
た
翻
閲
惣
助
の
替
は
、
惣
助
が
館
時
礎
部
中

な
る
に
拘
ら
ず
、
佐
平
に
託
し
で
致
さ
じ
め
た
も
の

で
あ
っ
た
。
図
っ
て
務
は
定
を
寂
し
て
佐
平
を
そ
の

旋
舎
に
捕
へ
し
め
、
撞
迭
し
て
公
事
場
に
拘
致
し
、

十
周
サ
六
日
永
牢
の
到
に
腿
し
た
。
後
佐
平
は
陸
路

元
年
四
周
五
日
獄
中
に
夜
。
年
五
十
二
。
明
治
二
年

十
周
務
前
罪
を
故
し
、
一
一
一
年
十
一
周
祭
菜
料
を
そ
の

八，

a 


